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｢うちに帰りたい｣。末期癌で入退院を繰り返｛てし､た父の言葉で、母は家での看取りを決意'た。介
護ベッドを置き、ヘルパーさんや訪問看護師さんが出入りする自宅で始まった父と母の新｛し､生活。
ベッドから動けまし､父は何かと世話を焼く母に「ありがとう」と口にするように強り、母はできる限り父の
近くで時間を過ごすように擬つた･少lずつ食事が摂奴撒く戦り、痩せ、目を瞑る時間が増えてし､〈父。
持病の悪化で自身の健康にも不安を抱えることに嫌った母。ヘルパーさんたちは毎日父のもとを訪奴、
丁寧にケアを行い、時に母の相談相手にも嫌ってくれている。閉l･ていく命の前で広がっていく人と人
のつまがり。生と死のあわし､に訪奴る、夢のよう戦ひととき。
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40日余りにわたる両親の最後の日々をみつめたのは、「東京干潟」(2019)、「たまねこ、たまびと」
(2022) tとで自然と人間との結びつきを描き続けてきた映画監督の村上浩康。介護生活を続ける両親
と積極的に関わりたし､との思し､から回l始めたカメラには、「老老介護」「オレオレ詐欺｣とし､つた高齢
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者を取り巻く社会問題や、花や虫溌どの様々溌命が映り込む。高齢化が進み続ける日本で介護や看
取りは他人事でI欺く、「看取
ﾙﾌから撒い日常をどう生きるかく
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